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(54)【発明の名称】 有機ＥＬパネル

(57)【要約】
【課題】  より容易且つ安価にナトリウムイオンによる
有機ＥＬパネルの発光応答性の悪化や発光輝度のバラツ
キの発生、あるいは、パネル全体が発光しなくなるなど
の悪影響が少ない有機ＥＬパネルを提供する。
【解決手段】  透光性の基板１１上に陽極１３と陰極１
８とで挟んだ少なくとも１層以上の有機層を有する有機
ＥＬパネル１０であって、基板１１と陽極１３との間に
基板１１に含まれるナトリウムイオンが前記有機層に侵
入することを防止するアンダーコート層１２を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  透光性の基板上に陽極と陰極とで挟んだ
少なくとも１層以上の有機層を有する有機ＥＬパネルで
あって、前記基板と前記陽極との間に前記基板に含まれ
るナトリウムイオンが前記有機層に侵入することを防止
するアンダーコート層を有することを特徴とする有機Ｅ
Ｌパネル。
【請求項２】  透光性の基板上に陽極と陰極とで挟んだ
少なくとも１層以上の有機層を有する有機ＥＬパネルで
あって、前記基板と前記陽極との間に前記基板に含まれ
るナトリウムイオンが前記有機層に侵入することを防止
する緻密な分子構造からなり絶縁性透光性を有するアン
ダーコート層を有することを特徴とする有機ＥＬパネ
ル。
【請求項３】  前記アンダーコート層は二酸化シリコン
からなることを特徴とする、請求項１もしくは請求項２
に記載の有機ＥＬパネル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、少なくとも一層以
上からなる発光層を有する有機層を陽極と陰極とで挟ん
だ積層体を透光性の基板上に配設する有機ＥＬ（エレク
トロルミネッセンス）パネルに関する。
【０００２】
【従来の技術】有機物から成る発光層を有する有機ＥＬ
パネルは、直流低電圧駆動を実現するものとして注目さ
れており、例えば、特公平６－３２３０７号公報には、
図２で示すように、透光性ガラスからなる基板１と、基
板１の上面に形成されるインジウムスズ酸化物（ITO）
の半透明被膜からなる陽極２と、この上に順次形成され
る正孔注入層３と、発光層４と、アルミニュウム（AL）
の被膜からなる陰極５と、陽極２と陰極５との間に接続
される電源６とによって構成されるものが開示されてい
る。斯かる構成の有機ＥＬパネルにおいては、陽極２で
発生した正孔は正孔注入層３と発光層４との界面へ伝達
され、ここで陰極５から伝達された電子と結合して可視
光線を発する。
【０００３】また、正孔注入を促進させるために、正孔
注入層３と発光層４との間に、正孔輸送層を介在させる
構成の有機ＥＬパネルや、正孔注入層３と前記正孔輸送
層とを一体化した正孔注入・輸送層とする構成の有機Ｅ
Ｌパネルも知られており、前記構成と同様に、陽極２で
発生した正孔は正孔注入層３と発光層４との界面へ伝達
され、ここで陰極５から伝達された電子と結合して可視
光線を発する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】斯かる構成において、
透光性ガラスからなる基板１にはナトリウムイオンが含
まれている。前記ナトリウムイオンは被膜形成後、陽極
２を介して有機層（正孔注入層３、発光層４）内に侵入
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する。前記ナトリウムイオンは非常に移動しやすい性質
を持つため、これが前記有機層内に存在すると、陽極２
と陰極５との間に電源６を接続して電流を流した際に前
記ナトリウムイオンに優先的に電流が流れ、前記有機層
に十分な電流が流れることを妨げる。その結果、有機Ｅ
Ｌパネルの発光応答性の悪化や発光輝度のバラツキの発
生、あるいは、パネル全体が発光しなくなるなどの悪影
響を生じさせる。
【０００５】また、こうした前記ナトリウムイオンによ
る悪影響を軽減させるために、前記ナトリウムイオンが
含まれる量の少ない透光性ガラスを基板として使用する
と、前記ナトリウムイオンによる悪影響は軽減できるも
のの、コストが高くなる。
【０００６】このような問題に鑑み、本発明はより容易
且つ安価にナトリウムイオンによる有機ＥＬパネルの発
光応答性の悪化や発光輝度のバラツキの発生、あるい
は、パネル全体が発光しなくなるなどの悪影響が少ない
有機ＥＬパネルを提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】前記課題を解決するため
に、本発明は、請求項１に記載のように、透光性の基板
上に陽極と陰極とで挟んだ少なくとも１層以上の有機層
を有する有機ＥＬパネルであって、前記基板と前記陽極
との間に前記基板に含まれるナトリウムイオンが前記有
機層に侵入することを防止するアンダーコート層を有す
ることを特徴とする。
【０００８】また、請求項２に記載のように、透光性の
基板上に陽極と陰極とで挟んだ少なくとも１層以上の有
機層を有する有機ＥＬパネルであって、前記基板と前記
陽極との間に前記基板に含まれるナトリウムイオンが前
記有機層に侵入することを防止する緻密な分子構造から
なり絶縁性透光性を有するアンダーコート層を有するこ
とを特徴とする。
【０００９】また、特に請求項１もしくは請求項２にお
いて、請求項３に記載のように、前記アンダーコート層
は二酸化シリコンからなることを特徴とする。
【００１０】斯かる構成により、より容易且つ安価に基
板に含まれるナトリウムイオンが有機層に侵入すること
を防ぐことができ、ナトリウムイオンによる有機ＥＬパ
ネルの発光応答性の悪化や発光輝度のバラツキの発生、
あるいは、パネル全体が発光しなくなるなどの悪影響を
軽減させることが可能となる。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、本発明を添付図面に記載し
た実施の形態に基づいて説明する。
【００１２】図１は本発明の実施の形態である有機ＥＬ
パネルの模式断面図である。有機ＥＬパネル１０は、透
光性ガラスからなる基板１１と、基板１１の上面に形成
される後述するアンダーコート層１２と、アンダーコー
ト層１２の上面に形成されるＩＴＯの半透明被膜からな
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る膜厚１００ｎｍの陽極１３と、この上に順次積層形成
される、陽極１３から正孔を取り込む働きを有するポリ
フィリン系有機物である銅フタロシアニン（ＣｕＰｃ）
からなる膜厚１００ｎｍの正孔注入層１４と、前記正孔
を後述する発光層へ送る働きを有するアミン系有機物で
ある４，４’－ビス［Ｎ－（１－ナフチル）－Ｎ－フェ
ニル－アミノ］ビフェニル（ＮＰＤ）からなる膜厚７０
ｎｍの正孔輸送層１５、４，４’－ビス（２，２’－ジ
フェニルビニル）－ビフェニル（ＤＰＶＢｉ）から成る
膜厚２５ｎｍの発光層１６、電子を発光層１６へ送る働
きを有するアレキレート有機物であるトリキノリノレー
トアルミニウム（Ａｌｇ３）からなる膜厚２０ｎｍの電
子輸送層１７と、アルミリチウム（Ａｌ：Ｌｉ）からな
り電子輸送層１７が容易に前記電子を取り込めるように
電子注入効果を有する膜厚１００ｎｍの陰極１８とから
構成されており、陽極１３と陰極１８との間に電源１９
を接続する。
【００１３】また、陽極１３はスパッタ法等によってア
ンダーコート層１２の上面に形成され、有機層（正孔注
入層１４、正孔輸送層１５、発光層１６、電子輸送層１
７）、陰極１８はそれぞれ蒸着によって積層形成され
る。
【００１４】アンダーコート層１２は、膜厚２０ｎｍの
二酸化シリコン（ＳｉＯ２）からなり、スパッタ法等に
よって透光性ガラスからなる基板１１と陽極１３との間
に形成される。ＳｉＯ２は非常に緻密な分子構造を有す
るため、基板１１に含まれるナトリウムイオンが陽極１
３及び前記有機層内に侵入することを防止する。また、
アンダーコート層１２は透光性を有するため、前記有機
層の発光表示が視認されることを妨げない。
【００１５】斯かる構成によれば、基板１１と陽極１３
との間にアンダーコート層１２を形成することで基板１
１に含まれる前記ナトリウムイオンが有機層に侵入する
ことを防止することができるため、コスト高となる前記
ナトリウムイオンが含まれる量の少ない透光性ガラスを
基板として使用する必要がない。また、アンダーコート
層１２は陽極１３と同様にスパッタ法等によって形成す
ることができるため、特別な形成手段を設けることなく
形成することが可能である。従って、より容易且つ安価
に前記ナトリウムイオンによる悪影響を軽減させること
ができる。
【００１６】また、本発明の実施の形態において、アン
ダーコート層１２はＳｉＯ２によって構成されていた
が、透光性ガラスからなる基板１１上に含まれるナトリ*
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*ウムイオンを透過させない程度に緻密な分子構造からな
り絶縁性透光性を有する材質であれば良く、アンダーコ
ート層１２を構成する材質はＳｉＯ２に限定されない。
【００１７】また、発光層１６は単層構造であったが、
互いに補色の関係となる複数の発光層からなる多層構造
であっても良い。
【００１８】また、正孔注入層１４と正孔輸送層１５が
正孔供給層を構成し、電子輸送層１７が電子供給層を構
成しているが、これらを形成しない発光層１６だけでも
発光は可能である。
【００１９】また、前記電子供給層を、電子輸送層１７
と、この電子輸送層１７と陰極１８との間に位置して陰
極１８から電子を取り込む働きを有する電子注入層とで
構成しても良い。この場合、電子輸送層１７にはＡｌｇ
３、前記電子注入層にはフッ化リチウム（ＬｉＦ）を用
いることができる。なお、この場合、陰極１８には電子
注入効果を持たせる必要はなくなるので、Ａｌを用いる
ことができる。そして、これらの各層は、前述同様に蒸
着により形成することができる。
【００２０】
【発明の効果】斯かる構成によれば、透光性ガラスから
なる基板とＩＴＯの半透明被膜からなる陽極との間に緻
密な分子構造からなり絶縁性透光性を有する材質によっ
て構成されるアンダーコート層を形成することで、より
容易且つ安価に基板に含まれるナトリウムイオンが有機
層に侵入することを防ぐことができ、有機ＥＬパネルの
発光応答性の悪化や発光輝度のバラツキの発生、あるい
は、パネル全体が発光しなくなるなどの悪影響を軽減さ
せることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態である有機ＥＬパネルの模
式断面図。
【図２】従来の技術の構成を説明する模式断面図。
【符号の説明】
１０  有機ＥＬパネル
１１  基板
１２  アンダーコート層
１３  陽極
１４  正孔注入層（正孔供給層）
１５  正孔輸送層（正孔供給層）
１６  発光層
１７  電子輸送層
１８  陰極
１９  電源
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